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ブログ「今日のたけまさ」日々更新中！ 

たけまさ公一公式ホームページへお越しください 

http://www.takemasa.org 

皆様のご意見・ご要望をお待ちしています 

voice@takemasa.org 
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おかげさまで衆議院議員在職 10 年！ 
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参院選結果を踏まえ政権運営を仕切り直し（7月 11日） 
第 22回参院選が 7 月 11日投票、

即日開票されました。民主党は 1 人
区で 8勝にとどまるなど、改選 54議
席を 44議席に減らす厳しい結果とな
りました。3議席を争う埼玉県で、民
主党は現職の島田ちやこ氏と新人の

大野もとひろ氏を擁立。1区では大野、
島田両氏がそれぞれ 1 位と 3 位にな
りました（表 2）。  

しかし、その勢いは全県に及ばず、

大野氏が 3 番手に滑り込こんだもの
の、島田氏は議席を守り抜くことができませんでした。（表 1）。 
政権交代から 10カ月。今回の参院選の結果を、この間の民主党政権への

評価と重く受け止めています。しかし、日本の建て直しは道半ばにすぎま

せん。特に景気回復と財政再建は至上命題。そのための指針が「新成長戦

略」と「財政運営戦略」です。 

閣僚らによるトップセールスで新幹線や原発などを海外に売り込む一方

①「アジア太平洋自由貿易圏」（ＦＴＡＡＰ）の構築、②｢医療滞在ビザ｣

の運用、③法人税率の引き下げ、④留学生枠の拡大、⑤観光ビザの要件緩

和――といった施策を実施し、海外に向けて「国を開く」ことで国内経済

を活性化、景気浮揚に弾みをつけます。併せて財政運営戦略に則り、歳出

抑制と歳入増で財政を再建していきます。 
今秋には、いよいよ事業仕分け第三弾「150 兆円の特別会計」にメスを

入れます。こうした事業仕分けは、まさに政権交代の賜物。民主党政権だ

からこそ可能なのです。まず、ムダを徹底的に排除する――。民主党政権

は今後もぶれることなく、この姿勢を貫きます。 

表 1     第 22 回参院選開票結果 

（当） 関口 まさかず 自民現 655,028 

（当） 西田 まこと 公明現 594,678 

（当） 大野 もとひろ 民主新 557,398 

  島田 ちやこ 民主現 544,381 

  小林 つかさ みん新 416,663 

  伊藤 岳 共産新 207,957 

  中川 こうじ 改革新 84,897 

  日森 ふみひろ 社民現 72,185 

  長谷川 こうせい 無 新 37,731 

  院田 ひろし 幸福新 9,536 

※埼玉県選挙管理委員会HP参照  
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表 2  大野 島田 関口 西田 小林 投票率 

得票数 8,860 7,001 9,863 9,459 6,034 岩
槻
区 得票率 18.66% 14.74% 20.77% 17.92% 12.76% 

52.73% 

得票数 13,169 11,912 11,781 12,468 10,070 見
沼
区 得票率 19.13% 17.30% 17.11% 18.11% 14.63% 

55.86% 

得票数 15,207 12,582 13,500 7,492 10,781 浦
和
区 得票率 21.96% 18.17% 19.49% 10.82% 15.57% 

60.18% 

得票数 10,903 7,023 8,225 7,627 6,643 
緑
区 

得票率 22.96% 14.79% 17.32% 16.06% 13.99% 

55.16% 

計 48,139 38,518 43,369 37,046 33,528 ― 

 20.66% 16.53% 18.61% 15.89% 14.38% ― 

※得票数・得票率はさいたま市選挙管理委員会 HP参照 

民主党埼玉県第１区選出地方議員・公認決定者の紹介 

三神 尊志（市議・見沼区） 

昭和５５年生まれ   

民主党・無所属の会さいたま市議団 

市民生活委員会 

 

神崎 功（市議・緑区） 

昭和３０年生まれ   

民主党・無所属の会さいたま市議団団長 

民主党埼玉県連 副代表 

市民生活委員会 

原田 健太（市議・浦和区） 

昭和４２年生まれ   

民主党・無所属の会さいたま市議団 

まちづくり委員会 

高野 秀樹（市議・岩槻区） 

昭和３５年生まれ   

民主党・無所属の会さいたま市議団 

文教委員会委員長 

予算委員会 

浅野目 義英（県議・浦和区） 
昭和３３年生まれ   

民主党・無所属の会 

警察危機管理委員会 

公社事業対策特別委員会 

 

武田 和浩（見沼区） 

さいたま市議会議員公認決定者 

昭和 36年生まれ 

民主党埼玉県第１区総支部幹事 


